
　　　　

2025 年 3 月 22 日

8 時 30 分から 16 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

法人（事業所）理念
福祉サービスを通じて、人と社会を健康にします。

健康とは、心と身体、時間と経済、教育、環境等が、バランスよく調和した『あたりまえ』の状態です。 その『あたりまえ』を、時代と共にアップデートする存在であり続けます。

事業所名 放課後等デイサービス　ピース　ひがしね 作成日支援プログラム

こどもの認知特性を理解し、それに基づいて情報処理が適切に行えるよう支援します。こだわりや偏食に対する支援も行い、感覚を活用して認知機能の発達を促進します。また、視覚、聴覚、触覚などの感覚から得た情報を、

環境や状況に合わせて適切に判断し行動に結びつけられるよう支援します。物の機能や属性、時間、空間等の概念を形成し、行動に活かせるよう支援します。行動障害の予防と適切な行動への対応を行います。

●活動プログラム：日付、曜日、天気の確認／パン・クッキー作り／畑の食物栽培／外出活動／交通安全研修

はじまりの会では挨拶練習や気分を表現できるよう支援し、終わりの会では活動の振り返りと感情表現をサポートします。個別や集団での読み書き能力向上の支援を行い、障害の特性に応じたアプローチを取ります。視覚的支

援を通して、ルールや指示を絵や絵カードで理解しやすくします。また、季節の歌や絵本の読み聞かせを通じて、様々な言葉に触れ、言語能力を育てます。

●活動プログラム：レクレーション／カルタ遊び／すごろく／読み聞かせ／紙芝居／カラオケ／挨拶練習／書き初め

こどもが基本的な信頼感を持つことができるよう、環境や人、自己に対する信頼感を育む支援を行います。遊びを通じて模倣行動や社会性を発達させ、感覚や運動遊びから象徴遊びへと進む支援を行います。一人遊びから協同

遊びへの支援を通じて社会性を育み、自己理解と行動調整を支援します。仲間づくりや集団活動に参加し、相互理解を深める支援を行います。情緒の安定と他者との適切な関わりを促進し、感情を調整できるよう支援します。

●活動プログラム：新入生歓迎会／七夕まつり／ハロウィン／クリスマス会／節分豆まき／だんご木制作／卒業生を送る会／療育参観／家族へのプレゼント制作

支援方針

保育士や児童指導員が、お子さま一人ひとりの発達に合わせて、健康や生活、運動機能、認知や行動、コミュニケーション、人間関係や社会性の5つの分野から、ゆっくり丁寧に成長を

支えます。看護師は医療的ケアや日々の健康管理を行い、栄養士は食事や栄養面から成長をサポートします。日頃から保護者の皆さまとこまめに情報を共有し、年間行事などを通して一

緒に成長を見守る療育を大切にしています。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
利用者のみの行事：歓迎会・花見・避難訓練・こいのぼり・ボランティア活動・七夕・運動会・スイカ割大会・ハロウィン・クリスマス・だんご木作り・書初め・豆まき

ご家族や地域の方々と一緒の行事：療育参観・OPEN　PEACE（事業所を開放して、事業所の魅力や特色を紹介、体験するイベント）

家族支援

・延長支援のサービスを提供しています。

・保護者同士が交流できる機会を設けています。

・発達状況や特性の理解を深め、相談を受けた際はその都度、個別に対応しています。
移行支援

・支援学校への就学時において、支援の引き継ぎ、情報共有を行います。

・学校卒業後の活動先や就労先の担当者と情報連携を行います。

地域支援・地域連携

・併用利用の園や事業所との情報連携や調整、支援方法についての情報共有を行います。

・相談支援事業所との連携を行います。

・自立支援協議会や、専門部会等に参加し、地域の関係機関と情報共有や勉強会を行っています。

・子ども虐待防止「オレンジリボン運動」へ参加し、地域の方々へ情報発信を行っています。

・医療機関との情報連携や調整を行います。

・オープンピースへ近隣の方々を招待し、事業所内で直接活動の紹介を行っています。

職員の質の向上

・制度、発達5領域への支援について研修を行っています。

・強度行動障害支援者養成研修、相談支援従事者研修等の研修へ参加しています。

・虐待防止、身体拘束の適正化、感染症蔓延防止等の研修を行います。

支　援　内　容

通所時に定期的な体温測定や心身の異変を把握し、早期対応を行います。生活リズムの形成のため、定時での排泄誘導や口腔機能向上体操を行い、健康的な習慣を支援します。日常生活動作や身辺整理の練習を通じて基本的生

活スキルを獲得できるよう支援します。また、視覚的に具体的な表示を意識した部屋のレイアウトや掲示を行い、生活環境を構造化します。医療的ケア児への環境整備を行い、必要なケアを適切に実施します。

●活動プログラム：身支度練習／嚥下体操／手洗いうがい練習／制服たたみ練習

姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作を改善し、筋力の維持・強化を図ります。姿勢保持が困難な場合は、補助用具を活用し、適切な支援を行います。また、自力での身体移動や歩行、車椅子の使用を通じて、移動能力の向上を

目指します。感覚を十分に活用できるよう、遊びを通じて支援し、必要に応じて補助機器やICTを活用して状況把握を促進します。感覚の特性に応じた環境調整を行い、感覚過敏や鈍麻に対応します。

●活動プログラム：バランスボール／風船バレー／ボール遊び／ダンス／ウォーキング活動／インクルーシブダンス等
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